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要　　旨
八木山移転以来の過去 32年間にわたる仙台赤十字病院外科の歩みについて検討した．期間中に在職し
た歴代外科医は 34名であった．入院患者数は移転当初の約 300名から最近は 800名に，また手術件数も
約 250件から 600件近くにまで増加した．著明に増加した疾患は胆石症で，移転当初の約 30件から最近
は 200件前後で推移している．さらに鼠径ヘルニアは約 20件から 150件ほどに，乳癌も 10件弱から 40
件ほどに増加した．また大腸癌は 20件弱から 100件を越えるまでに増加したが，内視鏡治療の普及に伴
い最近は減少傾向にある．一方，虫垂炎は 40件前後と増減は認めず，逆に胃癌や胃 ･十二指腸潰瘍は減
少した．学術活動は症例数の増加に伴い激増し，32年間に論文発表 428件，学会発表 627件に達した．
また歴代外科医は積極的に各種資格を取得し，さらに赤十字の使命である災害医療救援や国際医療救援で
も活躍している．
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臨床統計
は じ め に
仙台赤十字病院外科は 1924年の病院創立と
共に開設され，以来 90年間にわたり歴代諸先
輩の活躍により地域医療を担ってきた1）．そし
て現在当病院で働くわれわれ外科医は，これら
諸先輩の偉業を引き継ぐべく鋭意努力を重ねて
きた2～26）．そこで市内中心部の五橋から八木山
移転した，1982年以降の 32年間にわたる仙台
赤十字病院外科の歩みについて振り返ってみ
た．
I.　歴代外科医師
五橋時代から在職した女川　浩院長以下 6名
の医師に，新たに桃野　哲先生（現院長）が加
わり，1982年八木山での外科診療を開始した
（表 1）．以後，2013年末までに 34名延べ 35名
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の外科医が仙台赤十字病院外科に在職し，地域
医療に従事してきた．なお移転当初は加齢医学
研究所呼吸器外科出身と東北大学旧第一外科出
身の外科医が診療に従事していたが，2004年 4
月以降より加齢医学研究所呼吸器外科出身は不
在となった．
女川　浩先生を始めとして，氏家紀一先生，
佐藤寿雄先生，手島貞一先生，小山研二先生，
そして桃野　哲先生は歴代の院長（第 2～7代）
に就任し，病院経営に邁進し発展させてきた．
なお小山研二先生は 2002年 4月着任し，卓越
した指導力を発揮したが，2003年 10月院長在
職中に病死された．
加藤三博先生，佐藤　俊先生，阿部　永先生，
工藤貴志先生，中川康彦先生は研修医として，
また小村俊博先生，高橋祐輔先生は後期研修医
として活躍し，さらに阿部　永先生は短期間な
がら常勤医としても在職した．院長および研修
医を除き，実際に外科医として日々の臨床に携
わった実働医師数は，1993年 3月までは 4名，
2009年 3月までは 5名，それ以後は 6名であっ
た．
II.　入院患者数，手術件数，麻酔件数
入院患者数は，移転当初は五橋時代と同じ
300名前後で推移した（図 1）．しかし 1987年
からは増加に転じ，最近は病診連携に努めたこ
ともあり 800名前後で推移している．
外科病棟の病床数は八木山移転当初 35床で
あったが，現在の病床数は 31床である．入院
患者数の増加に伴い病床が不足がちなため，局
所麻酔下に行う小手術はできるだけ外来で行っ
た．また術前検査は患者の都合を配慮してでき
るだけ外来で施行し，退院もできるだけ早期と
した．そのためクリニカルパスを早期より導入
し，入院期間の短縮に努めた．さらに外来化学
療法室を備え，癌化学療法はできるだけ外来で
施行した．それらの努力もあり現在の平均入院
期間は 12日以内と著明に短縮し，最近はベッ
ドに余裕さえ生じている．
手術件数には外来で施行した小手術例は含め
ず，全て手術室で施行した症例に限った．また
複数の疾患に対して別々の手術を施行した場合
には，それらを別の手術件数として数えた．し
表 1.　歴代外科医師在職期間
氏名 在職期間
女川　　浩 1955.1.31～1985.3.31
古沢　　昭 1965.1.1～1993.3.31
佐々木陽平 1968.4.1～2004.3.31
及川　　健 1971.4.1～1987.3.31
氏家　紀一 1972.6.16～1991.5.30
加藤　三博＊ 1981.5.18～1983.3.31
桃野　　哲 1982.5.1～
中川　国利 1987.4.1～
佐藤　寿雄 1991.6.1～1995.3.31
土屋　　誉 1991.6.1～1991.12.31
柴田　　近 1992.1.1～1992.3.31
豊島　　隆 1992.4.1～2002.10.31
臼井　律郎 1993.4.1～1996.3.31
佐藤　　俊＊ 1993.4.1～1995.3.31
手島　貞一 1995.4.1～2002.3.31
鈴木　幸正 1996.4.1～2013.3.31
阿部　　永＊ 1997.4.1～1999.3.31
小山　研二 2002.4.1～2003.10.19
工藤　貴志＊ 2002.8.1～2003.3.31
阿部　　永 2002.11.1～2002.12.31
岡田　恭穂 2003.1.1～2003.3.31
遠藤　公人 2003.4.1～2012.3.31
中川　康彦＊ 2003.4.1～2004.3.31
白相　　悟 2004.1.1～2006.3.31
村上　泰介 2004.4.16～2008.3.31
藪内　伸一 2006.4.1～2007.12.31
小林　照忠 2008.1.1～
小村　俊博＊＊ 2008.4.1～2010.3.31
塚本　信和 2009.4.1～2011.3.31
深町　　伸 2009.4.1～
高橋　祐輔＊＊ 2010.4.1～2011.3.31
生澤　史江 2011.4.1～2011.9.30
小川　　仁 2011.10.1～2012.9.30
高舘　達之 2012.4.1～
鈴木　秀幸 2012.10.1～
大越　崇彦 2013.4.1～
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たがって実際の麻酔件数より，手術件数の方が
多く算出されている．入院患者数の増加に伴い，
手術件数も激増した．移転当初は 250件前後で
あったが，1987年より増加に転じ，特に腹腔
鏡下手術を導入した 1992年以降は急増した．
なお 1995年以降は 700件弱で推移していたが，
最近は 600件前後とやや減少傾向にある．
麻酔件数は手術室で施行した例のみを集計
し，外来での局所麻酔例は除外した．手術件数
の増加に伴い麻酔件数も増加し，移転当初の約
250件から最近は約 600件前後で推移している
（図 2）．また局所麻酔下に行う小手術はできる
だけ外来で施行し，最近は全体の 9割以上を麻
酔科医による全身麻酔および硬膜外麻酔例が占
めた．特に全身麻酔件数の増加は著しく，年間
450件前後で推移している．このように麻酔件
数が激増した背景には，麻酔科の協力により手
術が常時できる体制が確立されていることが大
きい．
III.　疾患別手術件数
最も増加した疾患は，胆石症であった（表 2）．
移転当初は年間 30件前後であったが，最近は
200件前後で推移している．胆石症の激増は食
生活の変化に伴う疾患そのものの増加もある
が，1987年以降は超音波検査を積極的に行い，
さらに 1991年 6月から腹腔鏡下手術を導入し
たことが大きく影響している．なお急性胆嚢炎
例，総胆管結石例，胃切除などの上腹部開腹既
往症例を含む全例に，腹腔鏡下胆嚢摘出術を施
行している．したがって開腹例は，他疾患の開
腹手術時に胆嚢摘出を並施した例のみである．
鼠径ヘルニアなどのヘルニアは，移転当初の
20件前後から最近は 150件ほどまでに増加し
た．最大の理由は，高齢社会を迎えヘルニアが
増加したことによる．また人工膜を用いた再発
率が少ない修復術を早期に導入すると共に，腹
腔鏡下修復術を積極的に施行したためと推察さ
れた．なお鼠径ヘルニア以外の腹壁瘢痕ヘルニ
ア，内ヘルニア，臍ヘルニアなどのヘルニアに
対しても，積極的に腹腔鏡下手術を施行してい
る．
大腸癌も著明に増加した疾患である．移転当
初は年 20件前後であったが，1988年より年
100件を越えるまでに増加した．大腸癌の増加
は発症率の増加もさることながら，下部消化管
を専門とする消化器内科医の充足や宮城県対が
ん協会からの紹介患者の増加に負うところが大
きい．しかしながら最近は消化器内科医の減少
や内視鏡治療の進歩に伴い，手術例は減少傾向
にある．
乳癌も当初の年 10件弱から，40件ほどに増
加した．これは食生活の欧米化に伴う発症率の
増加や診断および治療への積極的な取り組み，
さらには東北大学腫瘍外科からの定期的専門医
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図 1.　入院患者数，手術件数，麻酔件数の推移
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診療応援などが功をなしたと思われた．
一方，急性虫垂炎は年 40例前後と，全手術
件数の増加にもかかわらず移転当初とほぼ同じ
であった．急性虫垂炎は CT検査などによる術
前診断が容易になり，最近施行した虫垂炎はほ
ぼ全例が壊死もしくは蜂窩織炎例である．なお
2010年以降は，全例で腹腔鏡下手術を施行し
ている．
減少した疾患としては胃癌や胃 ･十二指腸潰
瘍があげられる．胃癌の発症率は食生活などの
環境因子の変化により本邦では減少傾向にあ
り，また内視鏡治療の進歩により手術例そのも
のが減少傾向にある．胃 ･十二指腸潰瘍は移転
当初は年 15件前後あったが，最近は激減して
穿孔や狭窄で手術する例が数件あるのみであ
る．これは抗潰瘍剤の開発，出血性潰瘍に対す
る内視鏡的止血，さらにはヘリコバクターピロ
リに対する除菌などの内科的治療の進歩による
ためと思われる．
肝癌，胆道癌，膵癌に対しても積極的に取り
組んでいるが，いずれの疾患の手術件数も 1桁
と少ない．また移転当初施行していた食道癌は，
1995年以降は施行していない．
肺癌は移転当初，加齢医学研究所出身の呼吸
器外科医が 2名在職して年 10例弱ほど手術を
していた．しかし呼吸器外科医が不在となった
2004年 4月以降は，肺癌は施行していない．
ただ自然気胸に対する胸腔鏡下肺部分切除は年
5例ほど施行している．
IV.　論 文 発 表
論文発表はすべて筆頭者が当科の医師とし，
共同著者による発表は除外した．英文論文と和
文論文に区別して集計すると，過去 32年間の
論文発表は，英文論文 9件2），和文論文 419 
件3～27） の計 428件（年平均 13.1件）であった（図
3）．
論文発表数の年次推移を検討すると，症例数
が増加した 1987年から論文数も増加し，以後
は年 15件ほどの論文を発表している．なお英
文論文は 9件と少なく，世界へのより積極的な
情報発信が期待される．
論文を形式別に検討すると，原著 214件，症
例報告 190件，その他 24件であった（図 4）．
臨床症例の増加に伴い原著や臨床研究などの論
文が増えつつあり，最近は他文献に引用される
ことが多くなった．
さらに論文を対象疾患別に検討すると，胸部
6件，胃 24件，小腸 42件，虫垂 29件，大腸
43件，肝臓 17件，胆道 109件，膵臓 16件，
脾臓 6件，ヘルニア 42件，乳腺 13件，その他
79件で，胆道が圧倒的に多かった（図 5）．ま
た腹腔鏡下胆嚢摘出術を始めとした腹腔鏡下手
術の増加に伴い，腹腔鏡下手術に関連した論文
が過半数を占めた．
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V.　学 会 発 表
学会発表はすべて筆頭者が当科の医師とし，
共同演者による発表は除外した．学会発表を国
際学会，全国学会，地方会，その他と区別して
集計すると，国際学会 3件，全国学会 351件，
地方会 174件，その他 99件，計 627件（年平
均 19.6件）であった（図 6）．
学会発表数の年次推移を検討すると，当初は
症例が少ないこともあり，年 1件ほど地方会で
症例報告が行われるのみであった．症例数が増
加した 1987年からは積極的に学会報告がなさ
れ，年 20件以上の発表を行っている．また地
方会よりも全国学会に重きを置き，逆に地方会
やその他の発表は減少傾向にある．なお国際学
会は 32年間で 3件のみであり，今後の奮起が
必要である．
VI.　国際医療救援と災害医療救援
赤十字本来の活動に医療救援があり，仙台赤
十字病院は救護班 4班を常設している．また歴
代外科医は普段から医療救援活動に関心を持ち
各種訓練にも積極的に参加すると共に，救護班
の主力メンバーとして登録し活躍してきた．さ
らには研修を受け，国が定める DMAT隊員と
しても活躍している．
国際医療救援としては，臼井律郎先生が
1994年 6月から 9月までの 3か月間アフガン
内戦による戦傷者のため，パキスタンのクエッ
タに開設された国際赤十字戦傷外科病院で外科
治療に従事した7）．また国内の災害医療救援と
しては，東日本大震災では桃野　哲院長の強力
なる指導の下に，困難な状況下においても一致
団結して災害医療救援に貢献した28）．さらに遠
藤公人先生は 2004年新潟県中越地震，2008年
宮城岩手内陸地震，2011年東日本大震災にお
ける災害医療救援に，当院から派遣された救護
班の班長として従事した．
VII.　資 格 取 得
当院での豊富な臨床経験および積極的な学術
活動により，当院在職中に各種資格を取得する
歴代外科医が多い．具体的には消化器疾患関連
学会を中心に諸学会の専門医，指導医，評議員，
さらには内視鏡外科学会技術認定医，癌治療認
定医，マンモグラフィ読影医，臨床研修指導医
などの資格を取得している．また専門医制度指
定修練施設として，日本外科学会，日本消化器
外科学会，日本消化器病学会，日本消化器内視
鏡学会，日本大腸肛門病学会，日本乳癌学会な
どから認定を受け，初期研修医や後期研修医の
研修病院としての役割を担っている．
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VIII.　仙台赤十字病院外科出身者の活躍
仙台赤十字病院に在職した歴代外科医は，当
院での経験や実績を生かして転勤先の大学病院
や地域基幹病院などで大活躍中である．とくに
臼井律郎先生は国際赤十字戦傷外科病院での経
験を活かし，国境なき医師団の日本代表として
国内外で大活躍している．また最近においても，
長らく勤務した鈴木幸正先生や遠藤公人先生ら
は乞われて他病院に転勤し，幹部として診療や
経営に邁進している．
お わ り に
八木山移転以来の過去 32年間にわたる仙台
赤十字病院外科の歩みについて検討した．仙台
赤十字病院外科は歴代外科医の弛まぬ努力によ
り，地域医療に多大なる貢献をすると共に新た
な医療情報を発信し続けてきた．さらに赤十字
の使命である国際医療救援や災害医療救援でも
活躍してきた．今後も更なる医療水準の向上に
努め，地域医療を守ると共に医療の発展に貢献
して行きたいと思う．
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